
社会保障審議会年金数理部会（第43回）  

平成22年11月26日（食）  
1年時q o分～12時00分 
於：東京曹舘 ゴールドルーム（11階）  

議事次第  

○議題  

1．年金数理部会における財政検証   

・国家公務員共済組合、地方公務員共済組合、私立学校数職員共済  
制度の財政再計算結果等の聴取について  

2．その他  

〔配布資料〕  

資料1 平成21年財政再計算結果等について 一国家公務員共済組合一   

資料2 平成21年財政再計算結果等について 一地方公務員共済組合一   

資料3 平成21年財政再計算結果等について 一私立学校教職員共済制度一   

資料4 委員より要求のあった資料 く厚生年金保険・国展年金〉   



＜資料の訂正＞  

資料1平成21年財政再計算結集等について   

資料2 平成21年財政再計算結果等について  

（別添）財政調整拠出金の算定（単年康分）  

を裏面の通り訂正  

－・国家公務員共済組合－ 64ページ   

一地方公務員共済組合ニ 52ページ  

＜両資料共通の内容＞  

※′訂正箇所  

○・－財政調整拠出金B（年金給付に支障を来さないための財政調整）において  

（誤）・●周共済の財政調・整拠出額（⑨ゝ⑩かつ⑬＜⑭の場合）  

I 

鱒）●由共済の財政調整拠出額、（国⑪＞国⑫かつ地方⑪＜地方⑫ゐ瘍釦  

（誤）●地共済の財政調整拠串額（⑬＞⑭かつ⑨＜⑩の場合）  

1  

（正） 



‾ヽ  

（別）  

財政調整拠出金の算定（単年度分）／   

○財政調整拠出金A（費用負担平準化のための  

●国共済の財政調整拠出額（独自給付費用率が地共済より低い場合）  

国の独自給付費用率＞地方の孤島給付費用率のとき0  
国の独学箪付費用率≦地方の独自詔付費用率のとき（国⑧×地方⑦一地方⑧×国⑦）／（国⑧＋由方⑧）  

●地共済の財政調整拠出額（独自給付費用率が国共済より低い場合卜  

地方の独自給付費用率＞国中独自給付費用率のとき0  
地方の独自給付費用率≦国の独自給付費用率のとき‘（地方⑧×国⑦「国⑧×地方⑦）／（国⑧＋地方⑧〉  

坤金B（年金給印平群を来きないため？財政顔郵  

ニーー 雷－「で亨預 二二≡三＿‥ ；二丈「ぎ≡  

の森 1用の額 l⑳ 版 l  

●国共済の財琴調整拠出額（国⑳＞国⑫かっ地方⑯＜他方⑫の場合） 

国⑪ 
上記条件を満たさない場合  O 

●地共済の財政調整拠出額（地方⑮＞地方⑫かつ国⑬＜国⑬の場合）  

国⑫個⑫‾由⑪）と（地方⑫‾地方⑳‾国⑳）の小さい方。マイナスめ場合は、0  
0   



＜資料の訂正2＞  

資料2、ノ平成．21年財政再計算結果等について 一地方公務員共済組合一 畠’1ページ  

財政指標の見通し（総括表）  【地共済】   

の表を裏面の通りに訂正  



財政指標の見通し（総括表）  

前提：基本ケ」ス（財政再計算結果）  【地共済】 

年度   年金扶養   総合 独自給付  
（西暦） 比率  費用車  乗用事   

収支比率   林立掛率   

％  ％  ％  
2010   1．56  18．8  15．8  100．8   10．l   
2811   1．49  柑．1   1即   99．8   9．8   
2012  1．43   20il   け．2   102．9   9，1   
2013   1．41   20．3   け二3   100．¢   8．8   
2014 1．台5   21．1   18．1   ！拍．7   d，3   
201＄   1．31   21．7   18．¢   98，5   8．0   
2018   1．32   21．8   18．ヰ   93．2   8．0   
2017 1．28   21，¢   柑．4   90．さ   8．0   
2018  1．25   21．8   柑．ヰ   87．ヰ   8．d   

ノ．2018 1．～7   21．3   18．2   84．7   8，0   
2020   1．25   21．3  柑．2   82．台   8．1   
～02？ l．23   21．6   t8．5   82．ヰ   d．1   
2022   1．25   21．ヰ   18．3   80ノ5   8．2   
・2023  1．28   21．3   18．3   79．ヰ   8，3   
2024   1．22   童1．5   18ニ亭   79．6   8．4   
2025  1．24   21，2   18．2   78．5   8．6   

ー ー2028   1．23   21．1   †8．1   77．8   8．8   
2027   1．．22   21．1   18．2   7丁．畠   8．9   
2028   1．21   21．2   18．2   7丁．3  9．0   
．2029   1．柑   21．2   1乱3   77，2   9．1   
2030   1．18   21．3   18．3   77．b   9．2   
2031 1．18   21．8   18．3   78．8   9．ヰ   
2032   1．17   21．3   18．4   7¢．4   9．5   
2033   1．15   21．5   1 78点   8．7   
203ヰ  1．14   21．7   18．8   7氏8   9．8   
2035  1．柑   21．9   18．8   77．1   9、8   
203寧   1．12   22．1   19．0   77．5   ，．9  
203丁   1．10   － 22．4   19．2   77．8   lo．0   
き038   1．08   22．丁   柑．5   78．4   10．1   
2039   1．07   23」0   19．丁   79．0   1（）二1 

2040   1カ8   23．2   柑．9   7g．4   10．2   
2叫1 1．叩   23．ヰ   20．0   7∈l．5   10．3   
2042   l．05   23．5   20．1  79．8   10．ヰ   

■  20ヰ3   1．05   23．¢   20．2   丁9．6   10．5   
20ヰ4   1．05   23．8   20．3   79．8   10．8   
20ヰ5   1．05   23．9   20．3   79．8   10．7   
20ヰ8   1‘05   24．0   20，4   79．8   10．8 
2叩7   1．05   24．1   20．5   79．7   10．8   
2048   1．0ら   －24．き   20．6   叩．8   1l．0   
20ヰ9   1．0ヰ   24．5   20二8   79．9   、‾‾11tl   
2050   1．03   2ヰ．7   20．0   80，2   ll．l   
20引   1．03   2ヰ．g   21．1   80．5   11．2   
2052   1．02   25．2  21．3   80．9   11．2   
205ユ   1．01   25．ヰ  21．¢   81．4   11．3 ′  
205ヰ   1．01 25．8   21．9   82．2   11．2 
2055   †．00   28．2   22二d   83．1   1l．2   

ー8卜   
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1．財政再計算の基本方針  

（1）経埼前提の考え方   

国共済年金制度は公的年金制度の一環であり、全制度が共通の経済指標によりス   

ライドを行う仕組みとな 

いても、経済前提については全制度共通とする必要があるとされていることから、   

これまでと同様、厚生年金の平成21年財政検証と周一の取扱いとしている。  

（2）組合員数の前提について   

国共済の組合員数は、現在は国家公務員の定員削減計画「平成18年度以降の定  

員管理について（平成17年10月4日閣議決定）」が進められていることなどに   

より、減少傾向が続いている。   

国共済の将来組合員数を見込むに当たっては、将来における行政改革及びそれに  

伴う公務員数の削減等がどのように行われるかが不明確である中で、極めて長期間  

にわたる見込みを立てなければならないことから、近年の組合員数の減少傾向に充  

分配慮しつつ、特に将来推計人口との整合性に留意して見込むことが必要かつ合理  

的であると考えられる。   

国共済の組合員数と生産年齢人口（15～64歳人口）との過去の関係をみると、  

組合員数の生産年齢人口に対する割合は約40年前よりほぼ一貫し七城少してき  

ていたが、平成22年1月に解散する社会保険職員共済組合の組合員を除いた組合  

員数の対生産年齢人口割合がここ数年ほぼ一定で推移していることから、平成19  

年度末の当該割合が将来にわたり続くものと↓て、将来推計∧口（国立社会保障・  

人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」における出生中  

位（死亡中位）推計）による将来の生産年齢人口を基礎として見込むこととした。   

ただし、平成21年5月29日の閣僚懇談会において内閣総理大臣から総務大臣  

に新たな定員合理化計画についての指示がなされたことから、平成22年度から平  

成26年度にかけては当該手旨示を勘案する 

か登用の拡大についての各省庁人事担当課長会議申合わせ（平成16年4月28  

日）を勘案して、組合員に占める女性の割合を将来的に30％に引き上げることと  
して組合員数を推計した。 

なお、その際、国の行政機関の定員削減数の推計にあたっては、平成2‾1年度  

未定員の10％相当を5年間均等に削減するものとし、また、組合員に占める女性  

の割合については平成20年度より50年間をかけて30％まで引号上げることと  

した（別添資料）。  

＿（3）財政方式について   

国共済においては、厚生年金等他の公的年金と同様世代間扶養の考え方を基本と   

した段階保険料方式に基づき財政運営が行われている。  

－1－   



また、今回の財政再計算は、再計算を行う年以降おおむね百年間に相当する期間   

の終了時に長期給付の支給に支障が生じないようにするために必要な積立金を保   

有しつつ、、当該期間にわたって財政の均衡を保つことができるようにする、いわゆ   

る有限均衡方式の考え方に基づき行っている。  

具体的には、厚生年金と同様、平成21年度以降、平成117（西暦2105）年   

度までの95年間で財政の均衡を図っている。 また、均衡期間の終了年度における   

長期給付の支給に支障が生じないようにするための積立金は、厚生年金では積立度   

合で1倍の積立金を保有するものとしていることに鑑み、国共済及び地共済を合わ  

－ せた積立度合が1倍となる場合について推計を行っている。  

（4）給付水準や保険料率設定の考え方   

①給付水準の考え方  

制度設計上、2階部分は厚生年金に準拠、3階部分は2階部分の2割という  

従来からの考え方を踏襲している。   

②保険料率設定の考え方  

平成16年の制度改正たより厚生年金の保険料率が毎年9月（ただし、平成   

16年は10月）に引き上げることに改められたことに伴い、国共済及び地共済  

においても厚生年金に合わせ、毎年9月（ただし、平成16年は．10月）に保険  

料率を引き上げることとしている。   

平成21年財政再計算における保険料率の設定については、地共済との財政  

単位の一元化の枠組みの下、以下の点を考慮のうえ、毎年の保険料の引上げ幅  

を0．354％として再計算を行ったところである。  

・今後、保険料率を毎年引き上げることは避けられないところであり、組合   

早め毎年の負担増と将来の負担増との均衡を配慮して引上げ幅を決める 

必要があること。  

・平成22年9月以降の保険料率の毎年の引上げ幅は、法定化されている厚  

生年金の保険料率の引上げ幅を下回らないものとする 

・近年の給与改定及び賞与削減など国家公務員等を巡る社会経済情勢等を  

勘案すると、組合員の負担増に配慮する必要があること。  

（5）その他、再計算に当たって前提とした考え方（特記すべき事項）   

国共済及び地共済の財政単位ぁー元化を図るための財政調整制度を前提として  

いる。  

－2－   



（別添資料）  

生産年齢人口、国共済組合員数及び生産年齢人日割合の過去の推移  

① 生産年齢人口  

（千人）  

90000  

85000  

80000  

75000  

70000  

65000  

60000  

55000  

50000   

34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 621 3 5 7 9 1113151719  
昭和・平成 年度  

② 国共済組合員数  

（人  

1200000  

1150000  

1100000  

1050000  

1000000  

950000  

900000  

34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 1 3 5 7 9 11・13151719  
昭和・平成  年度  

③ 国共済組合員数の対生産年齢人口割合  
（％  

34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 1 3  5  7  9 1113 15 17 19  
昭和・平成 年  

－3－   



国共済組合員数の見込み方  

年度  

伸び率  ・伸び率  

伸び率   

和暦西暦   千人   ％  千人  ％  ％  ％  
13 2001  85．840  ▲0．3      1．2936  －d．5  ▲0．8  
14 2002  85，460   ▲ 0．4  1，102ノ  1．2897   －0．3  ▲0．7  
15 2003  85，180   ▲ 0．3  1，091．  1．2809   －0．7  ′▲1．0  

16 2004  84．765   ▲ 0．5  1．086  1．2813   0．0  ▲0．5  
17 2005  84．190   ▲ 0．7  1．082  1．2852   0．3  ▲0．4  
18 2006  83，252   ▲1．1   1，076  1．2930   0．6  ▲0．5  
19 2007  82．568   ▲ 0．8  1．067  1．2926   －0．0  ▲0．9  
20 2008  81．869   ▲ 0．8  1，056  1．2898   －0．2  ▲1．1  
21 2009  8L375   ▲ 0．6  1．037  1．2738   －1．2  ▲1．8  
22．2010  81．165   ▲0．9  
23 2011  80．490   ▲ 0．8  1．013  1．25糾  －0．6  ▲1．4  
24 2012  79．315   ▲1．5   992  1．2504   －0．6  ▲，2．1  

25．2013  78．218   ▲1．4   9了2  1．2422   －0．了  ▲2．0  
26 2014  77，166   ▲1．3   952  1．2338   －0．7  ▲2．0  
27 2015  76．317   ▲1．1   一‾   ▲1．1  942  1．2338  
項「罰謂  75，617   ▲ 0．9   933  1．2338  ▲0．9  
29 2017  74，980   ▲ 0．8   925  1．2338  ▲0．8  
30 2018  74．411   ▲0．8   918  1．2338  ▲0．8  
31 2019  73．875 ▲ 0．7   911  1．2338  ▲0．7  
32 2020  73い354  ▲0．7   905  1．2338  ▲0．7  
33 2021  72，878   ▲ 0．6   899  1．2338  ▲′0．6  

34 2022  72．397   ▲ 0．7   893  1．2338  ▲．0．7  

35 2023  71．810  ▲ 0．8   886  1．2338  ▲0．8  
362024  71i235   ▲ 0．8   879  1．2338  ▲0．8  

872  1．2338  37 2025  廻堪L  ▲．0．8  ‾‾一  ー‾▲‾一 ▲0．8  叫一  
3す：罰汚狩  10／029   jr 864  1．2338  1「面憎  

39 2027  69．366   ▲0．9   856  1．2338  ▲0．9  
40 2028  6乳654   ▲1．0   847  1．2338  ▲1．0  
41 2029  67，844 ▲1．2   837  1．2338  ▲1．2  
42 2030  ■旦L些と＿  ▲1．2   ‾一   827  1．2338  ▲1．2  
「棺項汀  66，389   i 819  1．2338  ▲1．0 
44．2032  65．433   ▲1．4   807  1．2338  ▲1．4  
45 2033  64，、445   ▲1．5   795  1．2338  ▲1．5  
46・2034  63，450   ▲、・ト5   783  1．2338  ▲1．5  
47 2035  旦星L嬰L  ▲1．7  770   ▲．1．7  馴  
1紆 2036  61．283   ▲1．8   75す 「il『  
49 2037  60．129   ▲1．9   742  ．1．2338  ▲1．9  
50 2038  58」969   ▲1．9   728  1．2338  ▲1．9  
51 2039  57．862   ▲1．9   714  †．2338  ▲1．9  
52 2040  56凰  ▲・1．7   ▲1．7  ノ ‾叩  
53 2041  55．932   ▲1．6   690  1．2338  1rT巧  
54 2042  55，043   ▲1．6   679  1．2338  ▲1．6  
55、2043  ＝54．196   ▲1．5   669  1．2338  ▲1．5  
56 2044  53．397   ▲1．5   659  1．2338  ▲1．5  
57 2045  52 653  ▲1．4   ‾‾ ▲1．4  
罰「2046  51．928   ▲T盲   641  1．2338  1「手下  
59 2047  51，190   ▲1．4   632  1．2338  ▲1．4  
60 2048  50，430   ▲1．5   622  1．2338  ▲1．5  
61 2049  49．684   ▲1．5   613  1．2338  ▲1．5  
62 2050  48．954  ▲1．5   604  1．2338、  ▲．1′．5  

63 2051  48，256   ▲1．4   595  1．2338  ▲1．4  
64 2052  47．581   ▲1．4   587■  1．2338  ▲1．4  
65 2053  46．906   ▲1．4   579  1．2338  ▲1．4  
66 2054  ・46．272   ▲1．4   5了1  1．2338  ▲ 
672055  ▲1．3   563  ．1．2338  ▲1．3  
682056   ▲1．4   556  1．2338  ▲1．4  
69 2057  44．414   ▲1．4   548  1．2338  ▲1．4  
70′ 2058  43．789   ▲1，4   540  1．2338  ▲1．4  
71 2059  43，‘118   ▲1．5   532  1．2338  ▲1．5  
72 2b60  42．480   ▲1．5   524  1．2338  ▲，1．5  
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（つづき）  

伸び率 伸び率  

和暦西暦   千人   ％   千人   ％   ％   ％   

73 2061  41，817   ▲1．6   516  1．2338  ▲1．6   

74 2062  41，154   ▲1．6   508  1．2338  ▲1．6   

75 2063  40，474   ▲1．7   499  1二2338  ▲1．7   

76 2064  39．805   ▲1．7   491  1．2338  ▲1．7   

77 2065  39，132   ▲1．7   483  1．2338  ▲1．7   

78 2066  38．4了2  ．▲1．了   4了5  1．2338  ▲．1．7   

79 2067  37．832   ▲1ニ7   467  1．2338  ▲1．7   

80 2068  、37，212   ▲l．6   459  1．2338  ▲1．6   

81 2069  36J611   ▲1．6   452  1．2338  ▲1．6   

82 20了0  ’36029   ▲1．－6   445  1．2338  ▲1．6   

83 2071  35．459   ▲1．6   437  1．2338  ▲1．6   

84 2072  34．924   ▲1．5   43†  1．2338  ▲1，5   

85 2073  34，414  ▲1．5   425  1．2338  ▲1．5   

86 2074  33．924   ▲1．4   419  1．2338  ▲1．4   

8†2075  33．453   ▲1．4  413  1．2338  ▲1．4   

；モ l・  32，997   ▲1．百   「紆「  1．2338  ▲1．4   

89 20了了  32，557   ▲1．3   402  1．2338  ▲1．3   

90 2078  32，128 ▲1．3   396  1．2338  ▲1．3   

912079  31，710   ▲1ニ3   391  1．2338  ▲1．3   

92 2080  ′’31．302  ▲1．3   386  1．2338  ▲1．3   

93 2081  30，900   ▲1．3   381  1．2338  ▲1．3   

94 2082  30．506   ▲1．3   3了6  1．2338  ▲．1．3   

95 2083  30．117   ▲1．3   372  1．2338  ▲1．3   

96 2084  29．733 ▲，1．3   367  1．2338  ▲1．3   

室1．3   362  1．2338    ＿∴一   97 2085  29⊥∬3  ▲1．3  
98 ▲了：で  35ア ▲1．3   

99 208了  ．28．601   ▲1．3   353  1．2338  ▲．1．3   

100 2088  28，22虫   ▲1．3   348  1．2338  ▲1．3   

101．2089  27．858   ▲1．3   344  1．2338  ▲1．3   

339  1．2338  ▲．1．3   102 2090   」；●  ▲1．3  
103頂汀  27．122   ▲丁で   335  1．2338  il．3   
104 2092  26．756   ▲1．3   330  1．2338  ▲1．3   

105 2093  26．393   ▲1．4   326  1．2338  ▲1．4   

106 2094  26．033   ▲1．4   321  1．2338  ▲1．4   
▲1．4   31．7  1．2338  ▲．1．4   107 2095  且677  

108 2096  25，3宮す i†耳   了門「  1．23訂  ▲1．4   

109 209了  24，980   ▲1．4   308  1二2338  ▲1．4   

110．2098  24．640   ▲1．4   304  1．2338  ▲．1，．4   

111 2099  24，308   ▲1．3   300■  1．2338  ▲1．3   

112 2100  23．983．  ▲1．3   296  1．2338  ▲1、3   

113 2101  23，667   「「「百   292  1．2338  ▲し1．3   

114 2102  23，3㊥   ▲1．3   288  1．2338  ▲1．3   

115 2103  23，061   ▲・1．3   2白5  1．2338  ▲1．3   

116 2104  22．了72   ▲1．3   281  1．2L338  ▲1．3   

11γ 2105   22．491   ▲1．2   277  1．2338 ▲1．2   

注1．生産年齢人口の推計は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口   
（平成18年12月推計）」の出生中位（死亡中位）推計による。   

2．平成19年席までの生産年齢人口は翌年度4月1日現在の実績値である。   

3．平成22年度末に社会保険職員共済組合が解散するものとして推計している。   

4．日本郵政共済組合は引き続き国共済に加入するものとしている。  
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男女別国共済組合員数の見込み  

年度  

男子   女子  女子割合   

和暦西暦   千人   千人   千人   ％   

13 2001   1，110   913   197   17．8   
14 2002   1，102   905   197   17．9   
15 2DO3   1，091一   894   198   柑．1   

16 2004   1，086   885   201   18．5   
17 2005   1，082   878   204   18．8   
18 2006   1，076   868   208   19．3   
192007   1．067   854   214   20．0   
20 2008   1．056   842   214 20．2   
21 2009   1，037   825   212   20．4   
22 2010   1．028   816   212   20．6   
23 2011   1，013   802   211一   20．8   
24 2012   992   783  208   21．0   
25、．2013   972   765   206   21．2   
26 2014   952   748   204   21．4   
27 2015   942   738   204  21．6   
28 2016   933   729   204   「打甘 
29 2017   925   721   204   22．0   
30 20柑   918   714   204   22．2   
31 2019   911   707   204   22．4   

700   32 2020  905  205   22」6   

33 2021   頂弼「   694 205  22．亘「   
34 2022   893   688   206   23．0   
35 2023   886   680   206   23．2   
36 2024   879   673   206   23．4   

666   37 2025  旦賀L  206  23．6   
38 2026   864   658   206   頂1「   
39 2027   856   650   206   24．0   
40 2028   847   642   205   24．2   
41 2029   837   633   204   24．4   
42 2030   827   624   204   24．6   00ーー▲■〟”‾   

43 2031   嗣ず   616   203   「夏耳1「   
44 2032   807   605   202  25．0   
45 795   595   200   25．2   
46 2034   783   584   199   25．4   

573   47 2035 770 _____ 197  25．6   
48 2036   「 罰「   56ト   195   25．8   
49 2037   742   549   193   26．0   
5b 2038   728   537   191   26．2   
51 2039   714   525   189   26．4   
52 2040   701   515   187   26．6   
53 2041   ＼690   505   ●；   

54 2042   679   496   183   27．0   
55 2043   669   487   182   27．2  
56 2044   659   478   181   27．4 
57 2045   650 __ 470 179   27．6   
58 2046   641   463   178   27．8   
59－ 2047   632   455   28．0   
60 2048   622   447   1了5   28．2   
61 2049   613   439   174   28．4   
62 2050   604  431   

595   
173  21】．6   

63 2051  424   171   罰口「   
64 2052   587   417   170   29．0   
65 2053   579   410   169   29．2   
66 2054   571   403   168   29．4   
67 2055   563  397   167   29．6   
68 2056   556   てう頭「   166   29．8   
69 2057   548   384   164   30．0   
702058   540 378 162 30．0   
71 2059   532   372   16b   30．0 
72 2060   524   367   157   30．0   
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（つづき）  

男子  女子     女子割合   

和暦西暦   千人  千人  千人   ％   
73 2061   516   361   155   30．0   
74 2062   508   355   152   30．0   
75‘2063   499   350   150   30．0   
76 2064   491   344   147   30．0   
7丁 2065   483  338   145   30．0   
78 2066   475   332   142   30．0   
79 2067   467   327   140   30．0   
80 2068   459   321   138   30．0   
81 2069   452   316   136   30．0   
82 2070   133   445  311、  30．0   
83 2071   437   306   131   30．i「   
84 2072   431   302   129   30．0   
85 2073   425   297   127   30．0   
86 2074   419   293   126 30．0   

289   弘之坦5  413  
88 20謂 「紆「   

124  30．0  
285   122   30．0   

89 2077   402   281   121   30．0   
90 2078   396   277   119   30．0   
91 2079   391   274   117   30．0   

386   116   30．0   92 2080    270  
93 2081   381   267 114   30．0   
94 2082   376   263   113   30．0   
952083   372   260   30．0   
96 2084   367   257   110   30．0   
97 2085   362   253   109   30．0   ‾■一肌  
98 2086  「 汚r   250   了す「   1面巧 
99 2087   353   247   106   30．0   
1002088   348   244   104   30．0  
101 2089   344   241   103   30．0   
102 2090   339   237   102   30．0   
103 2091   335  2詞  ‾〟▲‾▲‾了玩「  ー川部「   
104 2092   330   231   99   30．0   
105．2093   326   228   98   30．0   
106 2094   321   225   96   30．0   
107 2095   皿 222   95   
108 2096   ＿＿－▼＿＿．＿＿一．      30．0     312  ・219  ■▼‾‾‾‾Ⅷ甘  30．0   
109 2097   308   216   92   30．0 
110 2098   304   213   91   30．0   
111－2099   300   210   90   30．0   
112 2100   296   ‾’‾▲‾－   207 _ 89   30．0   
113 2101   1顕「   2育有   

‾‾－－   
88   諏丁す   

114 2102   288   202   86   30．0   
115 2103   285   199   85   30．0   
116 2104   281   197   84   30．0   
117 2105   ≧77   194   83   30．0   

（注）女子の割合は50年かけて30％となるよう逓増   
させている。  

ー7－   



2．財政再計算に用いた基礎数・基礎率とその作成方法  

（1）基礎数・基礎率の種類  

将来推計人口  

（「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」（中位推計）国立社会保障・人口問題研究所）  

①基礎数  

※退職年金く通年相当、通年相当）、障害年金、遺族年金   

②基礎率  
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（2）基礎数・基礎率に関して特記すべき事項   

●基礎数についての考え方  

現在組合員：平成19年度組合員動態統計調査（2割抽出）より作成。  
19年度末の調査対象者を年齢別、組合期間別に区分し、合計が実績値に  
合うように抽出倍率を乗じて作犀。  

年金受給権者：平成19年度末の実績値。  

待期者：平成19年度未の実績値を一部補正して作成。  
（補正方法）性別、年齢別の待期者を脱退年度から平成19年度までの累積の  

生存率（1一失権率）を乗じて作成。  

●基礎率についての考え方   

失権率については、将来推計人口における死亡率の改善に合わせ、2055年まで改善している。  

●その他再計算に当たって前提とした考え方   

基礎年金拠出金単価・交付金及び年金保険者拠出金は厚生労働省が作成したものとした。  
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（3）基礎数  

①基礎数の元となる続計の概要と算定方法等  

基礎数の種類  ア．元となる統計  
［内容（表臥集計項目、集計対象等）、使用年度、出所、抽出方法等］   イ．作成方法  

【概要加工 
うち2割を抽出調査   組合員期間、標準報酬額等を作成。   値に合うよう抽出倍率を乗じて作成  

現在組合員   
動態統計調査  した。  

平成19年度   

年度末の年金受給権者   邑性別、年齢別、年金種別、退城年度別に受  
塵権着払組合員期間、年金額、全期間平   

年金受給権者   
年金受給権者統計   均標準報酬額を作成。   

平成19年度  

′  性別、年齢別、組合員期間、平均標準報酬   脱退年度から．19年度までの累積の生  
嶺を作成  存率（1一失権率）を乗じて作成。   

待知者   
年金垂給権者統計  

平成19年度   

※  ′′  の 暮l、 亡 ＝合 の tで  してい。  



②基礎数を基に作成した資料  

A．被保険者の性別ヰ齢階級別の加入期間別人数、平均被保険者期間、平均標準報酬月額  

○男性  

年齢階級  

加 入一期 間 別［（年以上）～（年未満）】  平均被保険者期間  

一〉5  5一－10  10・－15  15～20  20一－25  25一－30  30～35  、35～40  40～   （月数）   

人  
（月額）  

人  人  人  人  人  人  人  人  
～ 

人  月  円  
10，309    10，309  12．69  184，036   

20・〉24   10，921  35．96   210．807   
25・－29   12，032  67．59   271985   
30・－34   23，551  123．90   340988   
35一－39   22．179  182．61  409．631   
40一〉44   23，018  243．44   469799   
45～49   21，132  301．60   512475   
50－54   103，335   797   16．806   357．73   537498   
55一－59   77，315   849   了59   10，708  409．76  550，216   
60｛′84   22，P68   399   381   328   397   651  1，493  4，177  6，229  8．033   421．80   
65歳以上   

5j3990   
1，361   63   38   28   33  45   46   189   440   479   410．57   605，884   

＋■  

○女性  

齢階 
加 入 期 間 別 【（年以上）～（年未満）］  平均被保険者期間  

一－5  5・－10  10～15  15一－20  20′－25  25一－30  30一－35  35～40  40～   （月数）   

人  人  
（月額）  

人  人  人  人  人  人  人  
・－19  

人  月  円  
1，641   10．44  177384   

20・－24   1，535  24．83   227839   
25～29   ，1，488  51．66   276，748   
30～34   4，688  110，39   317735   
35～39   2，964   167．93  366．117   
40一－44   2，005  217．99   416662   
45～49   18，286   953   1，502  26乱69   455087   
50～54   14，722   484   523   716   1，284  323．88   473，077  
55・－59   1乙735   327   367   450   817   875   991  2，770  5，238  900  370．04   466，708   
60・－64   3，100   64   93   116   183   257   275  し 355   885   872   387．48   
6ち歳以上   

450916  
84   7  6   10   4   3   9   13   32   369．81   580，585  



B．各年金種別の受給権者の年齢階級別の人数、平均年金額  

○老齢・退職年金（老齢■退年相当）  ○老齢■退職年金（通老・通退相当）  
年齢階級  受給権者数 平均年金額 

（月額）   

人  円  
～59  637  101，279   
60～84  119，753  用0，267   

65～69  121，333  1．45，250   

70～74  132，663  143，656   
75～79  141，603  174，849   
80一－84  87，034  213．974   
85｛－89  33，911  220，227  
90′・■94  12，563  211．388   
95歳以上  3．461  208．510   

年齢階級  受給権者教   平均年金額  
（月額）   

人  円  
～59  0  0   

60～64  52，164  15，604   
65～69   28，189   17，0．40   

70～74   11，813   33，710   
75～79   7，891   45，574   
80一一84   5，302   58，736   
85～89   1，799   68，140   
90～94   6由   69，669   
95歳以上   150   71，297   

○障害年金  ○遺族年金  

年齢階級  受給権者教   平均年金額  

（月額）   

人  円  
0～4  12  40，674   
5～9   55   44，921   
10～14   14d   51．699   
15～19   237   52，570   
20～24   37   60．610   
25～29   59   78，147   
30－34   178   92，495   
35～39   526   93，521   
40′・′44   1，025   93．479   
45～49   2，107   94，641   
5q～54   4，150   94，641   
55～59   9，287   94．585   
60～64   13，368   1q6，85針   

65～69   22，023   104，747   
70～74   40，200   116」91   

75一一79   58，362   125．236   
80・｝84   55，315   128，643   
85～89   37，∈帽0   125．050   
90ヤ94   18，305   123，633   
95歳以上   6，309   123．383  
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③基礎数の具体的な数値＜※資料が膨大になるため、一部を抜粋し、具体例として捷示する。＞  

○ 組合員  

Ⅶ叫一】＿ 

，．＿＿岬．山≠＿． 

【以下、省略】  
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○ 待期者  

平成19年虔未現在待期青年齢別統計表  
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（4）基礎率  

①基礎率の元となる統計の概要と算定方法等  

基礎率の種  イ．基礎孝義長の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる畢を変えている場合、その方法   

【アは、内容（曇別、兼酢項目、井計封書等）、使用年度、出所、抽出方  【概要樗え方と方由、、加エ・補正・補完等の方法】   ［概要（どのようなデ「タにどう軌、何を算出するか）】  

法事＿イは．内容．出所芋1  
動態統計調査（使用年度：平成1十川嗜虐）   租会員軌こ乗じて脱退者数を算出   前回財政再計算使用年度：平成12～14年度  
任劫・年齢別の年度末組合員数及び年度間の性別・年齢別の総  

総脱退幸   

イ．基礎重態定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる峯を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア，元となる統計   ウ．設定方法   
組合長凱二乗じて公務上傷病による死亡者数を算  

度）  可能なため、年齢に関係なく一定率  出   
公務上死力  

の新規発生者数  

イ．基礎重態定の際に使用した他のデータ  オ．年度専により用いる牢を変えている場合、その方法  
特になし   矧こなし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査（使用年度：平成1了ん19年虔） 組合長弓削こ乗じて公務外傷病による死亡者数を羊  

出   第19回生命表  
牟務外死力  命表の死力を修正した。  

イ．基直幸設定の際に任用した他のデータ   オ．年度専により用いる革を変えている場合、その方法  
＼っ  特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
組合員数lこ乗じて公務上障書共済年金の新規発生  前回財政再計算使用年度；平成12－14年度   動態統書十韻壬及び年金受給権者統計（傭用零度：平成17－19年  公務による障書共済年金発生者の実績数が少なく年齢別に作成  

公務上陣書   することが不可能なため、年l尉こ関係克く一定率  看数を算出  
共済年金者  
発生力  の新規発生者数 

イ．基礎宰設定の際に使用した他の子ヤタ  オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   

公務外陣書   者数を算出  
共済年金者  
発生力  務外陣事典済年金の新規廃生者数  

イ．基礎率設定の際た使用した他のデータ  れ年度等により用いる宰を変えている場合、その方法  
特になし   特になし  



茎疎率の種  イ．基硬辛設定の際に使用した他のテ「タ   オ．年度等により用いる宰を変えている場合、その方法  
【アは、内容（細、よⅢ日・抑鱒■等）、使用年度・出所、抽出方  
事．イは＿内泰．出所姜1   

t概要晴え声と方臥加エ・補正・輝尭等の方法］   【概要（どのようなデータにどう軌、甲井出するか）】  

ア，元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査及び障害一時金先生統計（使用年度：平成1丁～19  組合長軌こ乗じて障害一時金の発生者数を算出  前回財政再計井使用年度：平成12－川年度  

障害一時金 発生力            年産） 性別の年度末組合員敷及び年度瀾の性別障害一時金の発生者  

数  

イ．基礎率設定の際に使用した他の子ータ   オ．年度等により用いる亭を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計璃査（倭用年度：平成柑年度）  組合長の標準報酬月矧こ乗じて組合長の標準報酬  

標準報酬持   月額の上昇傾向を算出   

数 

イ．基礎辛設定の陽に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   特になし  

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
標準報酬統計表（使用年度：平成柑年度）   組合長の報酬年額lこ乗じて期末手当等の感を筆出  揮準報酬統計表（使用年度：平成15年）     性別・年齢別に報酬月額の総額に対する模準期末手当等の鎖の  

報酬年執こ対   
する期末手当  

平成15年6月及び9月（定時決定後）の報酬月額及  
び平成15年6月の期末手当等の顎  

等の割合  

イ．基礎事態定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる串を変えている場合、その方法  
特になし 特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
退職共済（退職）年金受給権者に乗じて失権者数を  前回財政再計壬使用年度：平成12一川年度   年金受給権看及び失権看統計（使用年度：平成1ト19毎度）  性別卜年齢矧こ3年虔平均した年度中失権音数を年度間平均受  

退♯共済（退                性別・年齢別の退職共済（退職）年金受絵権者数及び性別ヰ齢  捨権音数で験したものを平滑化   井出   第19回生命表   
職）年金失権   別の失権音数   失権者の実績数が少ない階層については、第20回生命表の死  日本の将来推封入ロ（平成14年1月）  
幸  亡串を使用  

イ、、基礎皐設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる幸を変えている場合、その方法  
第20回生命表   ウ，の失権率を、性別・年齢別に日本の将来縫針人口の死亡率  
日本の将来推計人口（平成18年12月推計）   の改善割合により2055年度まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
障育共済（障害）年金受給権者に乗じて失権音数を  前回財政需計井使用年度ヰ成12～14年度   年金受給権者及び失権者統計（使用年度：平成1丁－19年虔）  男子は、性別・年lき別に3年康平均した年度中失権音数を年度間平均  

障害共済（陣                性別・年齢別の障書共演（陣書）年金受給権音数及び性別■年齢  受給権看数で験したものを平滑化。失権舌の美♯数が少ない階1につ  算出   
いては．第之0回生命表の死亡率を使用  

第19回生命表   
書）年金失権  

女子は男子の年齢別失権亭に（女子全体失権率／男子全体兵権串）を  
日本の将来推計人口（平成14年1月）  

率   
乗じて書出  

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
第20回生命表   ウ．の失権率を、性別巨年齢別に日本の将来権割人口の死亡率  
已本の将来推封人口（平成18年12月推計）   の改善割合により2055年虔まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   

⊥
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基徒事の種  イ．基礎亭設定の！掛こ使用した他のデータ   オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法   
【アは、内容（轟臥集計項E、集計対■等）、使用年度、出所、抽出方  
法纂＿イは＿肉感．出所事1   

【概要（考え方と方法）、加エ・補正・補完等の方法】   【複葉（どのようなデータにどう使い何を■出するか）］  

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
遺経典演（遺族）年金受給権者に乗じて失権音数を  前回財政再計井使用年度：平成12一川年度   年金受給権者及び失権看統計（使用年度：平成17～19年虔）  男子は、性別・年齢別に3年康平均した年度中失権音数を年度間平均  

算出   第1g回生命表   

遺廣共済（遺                性別・年齢別の遺族共済（遺族）年金受給権者数及び性別ヰ齢  受給権音数で降したものを平滑化      族）年金失権 率  別の失権音数（性別は死亡した組合員の性別により区分）  女子は第20回生命表による死亡辛で予定死亡者数を手出し、予定死亡 善数と実績死亡者数との割合で同生命表死亡率を修正した畢  日本の将来推計人口（平成14年1月）  

イ．基礎辛設定の際に使用した他のデータ オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方盛  
第20回生命表   ウ．の失権串を、性別・年齢別に日本の将来推計人白の死亡率  
日本の将来推計人口く平成18年12月推計）   の改善割合により2055年産まで改善（2056年虔以降は2055  

年度と同じ）   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
勤態統計調査及び年金受給権失権看統計（使用年度：’平成1丁－19年  男子は、動態統計調査による性別・年齢別の有遺族串  組合長及び退職共済（過せ）年金受給権者並びに杜  前回財頑再計羊使用年度：平成12～14年虔  
度）   

有遺族畢  
女子は、動態統計調査による性別・年齢別の有子串   書共済（陣書）年金受給権者の死亡者に乗じて遺族  
ただし、高年齢層は、年金受♯機失権者による性別ヰ齢別の有  

性別・年齢別の年度来年金受給権失権音数及び失権時の遺族数   遺族辛   

イ．基礎事設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計 ウ．設定方法   
辞書共済年   障害共演（障害）年金受給権香に乗じて加給年金対  前回財政再計井償用年度：平成1年年度  
金の加給年  可能なため、年齢lこ関係なく一定率  象看をま出  

金対象車（配  
偶看）   

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる亭を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
年金受給権壱統計（使用年度：平成1丁－19年度）   障害共演（障害）年金受給権者に乗じて件書等級別  前回財政再計兼任用年度こ平成12－14年度     陣書共済年金発生の実績数が少なく年齢別に作成することが不  

陣書共済年   
金の等級別  

可能なため、年齢に関係なく一定事  受給権者数を算出  

割合 

イ．基礎率設定の際に使用した他のデータ  オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法   
動態統計調査（使用年度：平成19年度）   新餞加入者軌こ乗じて年齢別の新規加入者数及び  前回財政再計兼任用年度：平成14年度     性別・年齢別に直近年度の新規加入租合員数から発生書l合を作  

新規加入者  

発生割合  

イ．基礎率設定の際に使用した他の子ータ   オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法   

新規加入者  
特にな㌧   特になし   

の模準報酬  
月額  
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基礎亭の種  イ．基礎串策定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる畢を変えている場合、その方法  

【アは、内容（♯軋集計項E、■計対1等）、使用年度、出所、抽出方  胚婁（考え方と方法）、加エ・補虚・補完等の方法】   【概要（どのようなデータにどう名札、何を井出するか）］  

年金受給権者統計（使用年度：平成19年虔）  総給付費に停止辛を乗じて羊出  前回財政再計井使用年度こ平成15年虔  

年金停止率   
う影書を折込んだ。  

イ．基礎事設定の際に使用した他のデータ   オ．年度等により用いる幸を変えている場合、その方法  
特になし  支給隋始年齢の引上げによる停止顎の影響を折込んで設定   

ア．元となる統計   ウ．設定方法  
動態統計掛査（使用年度：平成17～柑年度）   組合鼠軌＝乗じて扶養している配偶者数を算出  前回財政再計壬使用年度：平成12－14年度     性別・年齢別に3年康平均した年度末被扶養配偶者数を年度末  

被扶養配偶  組合員数で醸したものを平滑化  

奉 

イ．基礎串設定の際に使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる率を変えている場合、その方法  
特になし   矧こなし   

ア，元となる統計   ウ，設定方法  
動態統計調査（倭用年度：平成17～19年度）  組合員が扶養している配偶者の年齢を井出  前回財政再計算使用年度：平成12～14年虔  

被扶養琶偶  成  

看の年齢  

イ．基礎串設定の際に使用した他の子ャタ   オ，年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計  ウ．設定方法  
年金受給権者統計（倭用年度：平成19年度）   退職共済年金（20年以上）受給権看の配偶者、子供前回財政再計箕使用年度：平成14年度      性別・年齢別に直近年度の年度末加給年金対象者敢を年度末年  

加給年金対  金受給権音数で除したものを平滑化  を有する割合を算出  

象宰  

イ．基礎辛設定の際に使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる辛を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

ア．元となる統計   ウ．設定方法  
組合員と遺族共済年金受給権者にこの基礎串を考前回財政再計某使用年度：平成12－14年度  

（使用年度：平成1丁－19年度）  る遺族年齢により作成  癒し算出  
遺族の年齢  

齢  

イ．基礎辛設定の際た使用した他の子ータ  オ．年度等により用いる事を変えている場合、その方法  
特になし   特になし   

・
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②主な基礎率 〈グラフ〉  
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【国共済】  

く 公務外障害共済年金発生力 〉  
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【国共済】  
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